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三鷹市市民協働センターは市民活動を応援し、民学産公の協働によるまちづくりを推進する施設です。 

 皆様には日頃より、当センター運営にご理解ご協力戴き、心より

感謝申し上げます。  

 三鷹市市民協働センターは「本当に暮らしやすいまち」の実現を

目指し、民学産公の協働によるまちづくりを推進する市民活動の拠

点として設立され、15年目の新春を迎えました。  

 そして、当ＮＰＯ法人みたか市民協働ネットワークは、その管理

運営を行う組織体として設立。三鷹市とパートナーシップを締結し、今年10年を迎えること

になりました。 

 これもひとえに、皆様のご理解とご協力の賜物と感謝申し上げます。 

 

 昨年は、定例事業のほか新規に三鷹ネットワーク大学との共催による「三鷹『まち活』

塾」を全８回開催し、＜市民活動への想いを実現へ＞をサポートさせて頂きました。 

 また、「新庁舎等整備基本構想（仮称）」策定に向けた「みたかまちづくりディスカッ

ション」を実施するため、三鷹市とパートナーシップ協定を締結し、実行委員会を設置。市

内の大学生や「まち活」塾修了生も加わり、29名でスタートしているところです。 

 ディスカッションの開催は２月11日、12日の二日間となりますので、既に無作為抽出で参

加依頼をお送りしたところ、返信は極めて意欲的。実行委員会としては両日皆様に有意義で

且つ満足度の高い時間共有していただけるよう、切磋琢磨し、話し合いを重ねています。 

 当法人としては、10年の節目を迎え、今後も目標実現のために尽力を怠らぬ運営を図りた

いと考えています。  

 結びに当たり、私ども法人は本年も協働のまちづくりに向けて、つなぐ（collaboration） 

・ささえる（support）・つむぎだす（co-creation）の三機能が滞ることのないよう努力を重

ねてまいりたいと存じますので、今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたしま

す。  

 新しい年の皆様のご多幸とご健勝を心からご祈念を申し上げます。 

 

２０１８年の初春を迎え 

謹んで皆様に 

新年のお慶びを申し上げます 

ＮＰＯ法人 

みたか市民協働ネットワーク   
 代表理事 正満たつる子 
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≪上記２講座のお申込み・お問合せ先≫ 

三鷹市市民協働センター（三鷹市下連雀4-17-23） 

 電話:0422-46-0048  :0422-46-0148 :kyoudou@collabo-mitaka.jp 

≪主催≫ 

 NPO法人 みたか市民協働ネットワーク 

「インターネット」なしでは仕事になりません!! 

2018年 1月26日(金) 

    午後2時～4時 

三鷹市市民協働センター 第2会議室 

情報検索 

ﾒｰﾙ送受信 

SMS ﾌﾞﾛｸﾞ 

 毎日利用している 

ネットの｢あやしい｣ 

を見きわめよう！ 

【講師】NPO法人 シニアSOHO普及サロン・三鷹 

     江草 義直 さん（ISO27001審査員補） 

               （IPA 情報セキュリティ プレゼンター） 

【対象】NPO活動または市民活動をしている方    

【定員】30人（先着順）  【持物】筆記用具        

昨年の様子 

 毎年開催されている情報セキュリティ

講座は、時流に対応した内容で、参加

者からは参考になったと好評でした。 

 三鷹市では、建設から50年以上経過した市庁舎等の建替えの検討を進めており、広く市民のご意見を反映するため「新

庁舎等整備基本構想（仮称)」策定に向けた「みたかまちづくりディスカッション」を開催します。すでに、無作為抽出で18歳

以上の市民1,800人の方に12月上旬に「参加依頼通知」をお送りし、「承諾書」 「アンケート」を返送していただきました。ご

協力どうもありがとうございました。ご参加いただける方は、無作為抽出により事前に承諾をいただいている方に限ります。  

 「まちづくりディスカッション」での話し合いの結果については、皆様からのご意見、ご提案をまとめた報告書を作成し、三鷹市は

その内容を基本構想の策定に活かしていきます。 

◆日時：2018年2月11日（日）12：30～17：00 

              12日（月・休）10：00～17：00 

◆会場：三鷹市公会堂「さんさん館」  

◆日時：2018年１月20日(土) 13：30～16：30 

◆会場：三鷹市市民協働センター ２階 第1会議室 

◆定員：50人（先着） ◆対象：テーマに関心のある方 
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平成29年度 三鷹市町会等地域自治組織活性化事業 

開催日：11月26日（日） 

参加人数：32人 

 市民協働センターでは2015年度より、個人が自由に出入りでき、多様な人々が

つながって豊かな関係性を構築する「サードプレイスの可能性」について取り組んでき

ました。今回のシンポジウムでは、特に「共につくる場」をテーマに、そこに参加する

人々が「お客様」としてではなく「公共の場」をつくる主体となるための条件や考え方に

ついて、参加者のみなさまと共有しました。  

 基調講演では、NPO法人ハンズオン埼玉理事の西川正さんから「おとうさんのヤキ

イモタイム」や「日本七輪党」の楽しい活動の様子を写真を見ながらユーモアと笑いの

あふれるお話しでわかりやすく説明していただきました。活動を通じて感じた「お客様」

化していく住民や制限が進んでいく公園の現状、そして「『お客様』としてではなく、み

んな同じ『参加者』としてイベントを行うことによりクレームをなくす」と言うお話は参加者の共感を得ていました。 

 事例紹介では、2つの事例が紹介されました。まず芝の家「地域をつなぐ！交流の場プロジェクト」事務局長

の加藤亮子さんからは、子どもからお年寄りまでいろんな人が集まる場になった経緯や地域に根ざす場になっ

たことなどをお話ししていただきました。 

 また、食茶房むうぷを設立し、当NPOの副代表でもある宮川齊さんからは、三鷹市で学童保育所や福祉

作業所を作ってきた経緯や経験について、約30年前の当時のことをふり返りながらお話ししていただきました。 

 最後の質疑応答では、参加者と一緒に「場」や「公共」について考える有意義な時間 

になりました。 

                     ～参加者の声～ 

♪人づくりは、国づくりとも言われているので、私たちがイノベータとなり社会をつくっていくん

だなと意識することができました。居場所って大事だな、商店街って大事だな、人って大

事だなって思いました！ 

♫法がないと整備されない、法があると市民の関わる範囲が狭くなる…難しい問題です

ね。でも、そこにも自分ごとで関わっていく大切さを感じました。素敵な言葉でした。 

 

 

   西川 正さん    
加藤亮子さん  

宮川 齊さん 

 三鷹市では、「コミュニティ創生」のまちづくりを推進するために、地域の活性化や

新たな「共助」の仕組みづくりに取り組んでいます。その一環として、地域の課題解決

や活力を生み出す事業で他の地域の活動の参考となるような先駆的な取り組みを

支援する「がんばる地域応援プロジェクト」を実施しています。今年度、助成を受けた

団体が、その取組について発表します。  

   

1 東野会 

2 ひばりが丘町会 

3 下連雀六丁目防災の会 

4 下連雀八丁目防災の会 

5 下連雀平和会 

6 山中親交会 

7 上連雀四ツ葉自治会 

8 上連雀友和会 

9 山中睦会 

10 三鷹南銀座会 

11 井の頭一丁目町会 

12 下連雀第一町会 

13 三鷹台団地自治会 

14 協同組合三鷹中央通り商店会 

15 下連雀若葉会 

 各団体の発表後、当事業選考委

員会委員長である名和田是彦先生

（法政大学法学部教授）、同副委

員長である古本泰之先生（杏林大

学外国語学部准教授）に講評をいた

だきます。 

 また、町会・NPO等参加者同士の交

流会もありますので、地域のことでお悩

みの方などみなさまのご参加を心よりお

待ちしています。 

 

 

（↑昨年の発表会の様子） 
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■町会・自治会へニュースレターを配付させていただきます 
 協働センターニュースレターは町会・自治会など地域自治組織に無料で

配付させていただいております。組織単位でご連絡いただければお届けいた

します。町会・自治会の皆様、ぜひご検討ください。 

 ◆二ュースレター配布場所◆  

るま・ばぐーす、グラナダ、三鷹モダンタイムス、美容室ＴＢＫ三鷹店、

ＣａｆｅHammock、ハローワーク三鷹、NPO法人子ども生活・ゆめこう

ば、各コミュニティ・センター、各市政窓口、各図書館、その他市の公

共施設、近隣市区の市民活動支援センター 

発行日：平成30年１月１日 

発 行：三鷹市市民協働センター 
    （指定管理者：特定非営利活動法人みたか市民協働ネットワーク） 

〒181－0013 東京都三鷹市下連雀4－17－23 

TEL 0422－46－0048  FAX 0422－46－0148 

メール：kyoudou@collabo-mitaka.jp 

ホームページ：http://www.collabo-mitaka.jp 
開館時間：9:00am-9:30pm   受付時間：9:00am-9:00pm 

休館日：火曜日（祝日は開館し、直後の平日を休館とします。） 

Editor’s note. 

編集後記：平成もあと1年と少し、私にとって平成は子育ての時代

でした。テレビドラマのようなぞくぞくするママ友の世界は残念ながら未

経験ですが、子どもと共有した様々な経験は、刺激的でもあり癒しでも

あり、笑いと涙と血と汗と、その他諸々の味の混ざった闇鍋をつつくよう

な面白さがありました。子育ても終わり一人の時間をそれなりに満喫中

の今、来年は平成を名残惜しみながらその時間を大事に過ごしたいと

思います。さて、次の元号は何になるのでしょうか。私も次に向かって

区切りをつける年になるかもしれません（し、ならないかもしれません）。 

 月日 テーマ・内容 参加費 担当 定員 

① 
１月８日(月) 

祝日 

みんな一緒に 「ベビーマッサージ」                
～赤ちゃんとのふれあいを楽しみましょう♪～   

1,800円（ご夫婦参加でも

同額、オイル・シート代込） 
Mama & Baby    6組 

② １月11日(木) 
産前・産後の骨盤ケア        

～知って整え、お産も産後も安心～   
2,000円 
（さらし付）  

はっぴぃまむず 

（助産師・整体師 谷京子）   
6組 

③ １月15日(月) 
「ベビーサイン」で楽しい子育て♪             

～赤ちゃんとお手てでコミュニケーション～    
1,500円 

（ご夫婦参加でも加同額）  
Mama & Baby   8組 

④ １月18日(木) 
ママと英語であ・そ・ぼ！         
～英語のお歌を楽しもう！ ～   

2,000円 
（絵本付）  

NPO法人子育てコンビニ   6組 

 
⑤ 

１月22日(月) 
ヨガママで骨盤調整(ハイハイ前)         

～ママの為のヨガで骨盤整えリラックス ～   1,500円  花莉屋   8組 

⑥ １月25日(木) 
ベビースキンケア講座＆足形バッグ制作                    

～赤ちゃんの肌荒れ対策レッスン ～    
2,000 円 
（材料費込）  

きらきらバース      5組 

⑦ １月27日(土) 
泣き止む、よく寝る抱っこの方法と抱っこひも           

～首が座るまでに知っていたい赤ちゃんのこと～   
1,500円  

（ご夫婦参加時2,000円）  
はっぴぃまむず    4組 

⑧ １月29日(月) 
ママの手仕事                       

～羊毛フェルトの吊るし雛を作りましょう ～   
1,800 円 
（材料費込）  

NPO法人子育てコンビニ 8組 

【対象】 おおむね0～3歳のお子さんを持つ親子 

      及び妊娠中のお母さん 

   （講座ごとに異なりますので、ご確認ください。）  

【会場・申込み・問合せ】  三鷹市市民協働センター 

   ※お持ち物など詳しい内容のお問い合わせ・ 

      お申込みは当センターへ 

☆全回、保育はありません。   

☆お車でのご来場はご遠慮ください。 

☆キャンセルされる場合は、必ずご連絡ください。 

☆お菓子とお茶をご用意しています。 

☆ご夫婦参加の場合は申し込み時に必ずお申し出ください。 

※時間：午前10：30～正午 （先着順） 

 

◆「三鷹市障がい者（児）計画」（素案）   障がい者支援課 

【目的・概要】 障がい者施策に関する基本的な計画である「障がい者計画」、平成30～32年度の障害福祉サービス等の必要量や確

保の方策などを定める「障がい福祉計画」、児童福祉法の一部改正により平成30年度から新たに策定する「障がい児福祉計画」、これ

ら3つの計画を一体に策定することで、障がい者・障がい児に係る総合的な支援の一層の推進を図るものです。 

【計画の構成】 障がい者施策の3つのビジョンを掲げ、障がい者を取り巻く現状や、実態調査等から6つの重点課題を抽出し、これらの

課題解決への取り組みを通じて、障がい者施策のあるべき方向性をまとめています。 

◆「三鷹市高齢者計画・第七期介護保険事業計画」（素案）   高齢者支援課 

【目的・概要】 「介護保険事業計画」と「老人福祉計画」を一体的に策定し、「みたか高齢者憲章」の理念の実現を目指し推進するも

のです。 

【目的・概要】 医療・介護・予防・住まい・生活支援を一体的に提供していく「地域包括ケアシステムの深化・推進」を基本目標に掲

げ、五つの基本方針を定めています。高齢者を取り巻く現状や諸課題を踏まえ、今後の高齢者施策の方向性をまとめています。 

みなさんのご意見をお聞かせください。 

                         ～ご意見などの提出方法～ 

 2018年1月15日(月)までに、住所、氏名、電話番号（団体の場合は、所在地、団体名、代表者の氏名、電話番号）を

記入し、郵送、ファクス、電子メールまたは直接持参し上記担当課へ提出してください。 

下記素案は市のホームページでご覧いただけます。 

協働センターでも配布しています。 


